


●
と
　
き
　
10
月
６
日
（
金
）

﹇
受
付
﹈
午
後
１
時
10
分
〜
１
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
　
象

　
生
後
３
か
月
か
ら
90
か
月
未
満
ま
で

　
の
乳
幼
児

　
（
望
ま
し
い
年
齢
　
生
後
３
か
月
〜

　
18
か
月
）

●
服
用
方
法

　
６
週
間
以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
２
回

　
服
用

※
次
回
は
11
月
28
日
（
火
）
で
す
。

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
・
予
防
接
種
予
診
票

※
会
場
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

▽
次
の
よ
う
な
人
は
受
け
ら
れ

　
ま
せ
ん

　
①
熱
が
あ
る
（

37.5
度
以
上
あ
る
場
合
）

　
②
重
い
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る

　
（
急
性
の
病
気
で
服
薬
中
の
人
）

　
③
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患
（
麻
疹
・
風
疹
・

　
　
水
ぼ
う
そ
う
な
ど
）
に
か
か
っ
た

　
　
か
、
家
族
・
友
達
で
か
か
っ
た
人

　
　
と
接
触
し
て
４
週
間
た
っ
て
い
な
い

　
④
生
ワ
ク
チ
ン
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
麻
疹
・

　
　
風
疹
）
の
予
防
接
種
か
ら
４
週
間

　
　
た
っ
て
い
な
い

　
⑤
三
種
混
合
・
日
本
脳
炎
な
ど
の
予

　
　
防
接
種
か
ら
１
週
間
た
っ
て
い
な
い

　
⑥
下
痢
を
し
て
い
る

▽
次
の
よ
う
な
人
は
、
接
種
の

　
日
ま
で
に
は
主
治
医
と
相
談

　
し
て
く
だ
さ
い

　
①
病
気
で
治
療
中

　
②
か
ぜ
の
ひ
き
は
じ
め

　
③
以
前
の
予
防
接
種
や
薬
を
飲
ん
で

　
　
何
ら
か
の
異
常
が
で
た
こ
と
が
あ
る

　
④
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

　
⑤
免
疫
状
態
の
異
常
を
指
摘
さ
れ
た

　
　
こ
と
が
あ
る

　
⑥
突
発
性
発
疹
に
か
か
っ
て
４
週
間

　
　
た
っ
て
い
な
い

　
⑦
そ
の
他
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

●
内
容
・
対
象
者
　

○
乳
が
ん
検
診

﹇
視
触
診
の
み
﹈
　

　
30
歳
代
全
員

﹇
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
﹈

　
▽
40
歳
以
上
の
偶
数
月
生
ま
れ
の
人

　
▽
40
歳
以
上
の
奇
数
月
生
ま
れ
の
人

　
　
で
、
昨
年
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
未
受

　
　
診
の
人

○
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
20
歳
以
上
の
偶
数
月
生
ま
れ
の
人
と
、

　
奇
数
月
生
ま
れ
で
昨
年
未
受
診
の
人

※
い
ず
れ
も
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
が

　
対
象
で
す
。

●
費
　
用

○
乳
が
ん
検
診

　
▽
視
触
診
　
　
　
　

　
　
５
０
０
円

　
▽
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

　
　
１，
０
０
０
円

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
　

　
５
０
０
円

※
予
約
を
し
て
い
る
人
に
は
、す
で
に
受

　
診
券
と
問
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他

　
10
月
13
日
（
金
）
の
午
前
は
、
子
育

　
て
相
談
室
「
わ
ら
び
ぃ
」
で
託
児
を

　
行
い
ま
す

※
託
児
希
望
の
人
は
、
事
前
に
予
約
が

　
必
要
で
す
。
健
康
対
策
係
ま
で
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
乳
が
ん
は
近
年
、
食
生
活
の
欧
米
化
に
よ
っ
て
発
生
率
・
死
亡
率
と
も
に
年
々

増
加
し
、
日
本
女
性
の
30
人
に
１
人
が
か
か
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子

宮
頸
が
ん
は
最
近
、
20
歳
代
に
急
増
し
て
お
り
、
こ
こ
20
年
間
で
４
倍
以
上
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
平
成
１７
年
度
か
ら
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た

　
平
成
17
年
度
か
ら
40
歳
以
上
の
乳
が
ん
検
診
は
、
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

を
併
用
す
る
こ
と
で
検
査
精
度
が
高
く
な
る
た
め
、
検
査
は
２
年
に
１
回
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
子
宮
が
ん
検
診
は
、
子
宮
頸
部
が
ん
に
か
か
る
可
能
性
が
若
年

層
に
上
昇
傾
向
で
あ
る
た
め
、
対
象
年
齢
を
引
き
下
げ
、
が
ん
の
進
行
が
一
般
に

緩
や
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
診
間
隔
は
２
年
に
１
回
に
な
り
ま
し
た
。



　Ｃ型肝炎は、Ｃ型肝炎ウイルスに感染することで起こる病
気です。Ｃ型肝炎ウイルスに感染しても症状が軽かったり、
人によっては、ほとんど症状がないため気づかない人がほと
んどです。しかし、慢性肝炎になる人も多く、放っておくと
肝硬変や肝がんへと進行することもあります。
　遠賀保健福祉環境事務所ではＣ型肝炎の相談・検査を行っ
ています。お気軽にご相談ください。
●と　　き

※検査結果は、本人に直接伝えます。
●と こ ろ　遠賀保健福祉環境事務所（水巻町吉田西）
●対　　象　町内に住んでいる人
●検査内容　血液を７㎖採血します
●費　　用　無料
●そ の 他
　当日も受付していますが、電話での予約をお勧めします
●申し込み・問い合わせ
　遠賀保健福祉環境事務所　健康対策課
　☎０９３（２０１）４１６４

①結核はどのように感染するの？
　たんの中に結核菌が出ている重症の結核患者の人が、せき

やくしゃみをすると、しぶきが空気中に散ります。このしぶ

きの中の結核菌を吸い込むことで、感染の機会が生じます。

※たんに結核菌が出ていない状態であれば、他の人にうつす

　恐れはありません。

　結核は、今なお全国で年間29,736人の人が新しく結核と診断され、2,328人
の人が死亡しています。
　「正しい知識」と「結核という病気に関心を持つこと」が結核から身を守
る第一歩です。
　結核予防週間を機会に、結核について考えてみませんか？

②結核の初期症状はカゼに似ています
　初期症状は、２週間以上続くせき、たん（血たん）、発熱（と

きに微熱）、胸の痛みです。

※せきが２週間以上続いたら、医療機関で受診しましょう。

※高齢の皆さんは、これらの症状がなくても食欲不振・体重

　減少など、何となく元気がない日が続いたら早めの受診を

　心掛けましょう。

③高齢者の発病が増えています
　免疫機能の低下している人や、高齢の皆さんは結核の発病

頻度が高くなっています。また若い世代は、結核に感染した

人が少ないため、結核菌を吸い込むと感染しやすく、比較的

早い時期に発病しやすいといわれています。

●問い合わせ　遠賀保健福祉環境事務所　健康対策課　☎０９３（２０１）４１６４

④普段から心掛けること
　十分な睡眠や休養、栄養バランスの取れた食生活、適度な

運動などを心掛け、抵抗力をつけましょう。また、年に１回

は健康診断を受けましょう。

　早期発見、早期治療が大切です。

　（財）日本中毒情報センターでは、化学物質（家庭用品、医

薬品、農薬などを含む）および、動植物の毒によって起こる

急性の中毒について、応急処置の緊急情報を提供しています。

これらの電話番号が平成18年９月９日（土）午前９時から変更

になりました。

　新しい電話番号は、次のとおりです。

　なお、中毒110番では、食中毒（細菌

性）、慢性の中毒、小石、ビー玉などの

異物誤飲については受け付けていませ

んので、医療機関へご相談ください。





今、犬や猫に関する苦情が増えています。
　人と犬や猫との調和のとれた住み良い社会を作るた
めには、まず犬や猫の飼い主が、犬や猫の嫌いな人も
いることを理解することが大切です。犬や猫の生理、
生態、習性などを正しく理解し、特に苦情の多い鳴き声、
フンの始末、放し飼いなどで近隣に迷惑がかからない
ように、充分注意しましょう。

コンポスト、電気式家庭用生ごみ処理機新規購入に対する

補助をします。

　食物ざんさなどの生ごみを堆肥化する容器で、約10センチ

ほど掘った土の上に設置します。

　コンポストおよび発酵促進脱臭剤の購入補助（半額補助）

をしています。

［管理上の注意点］

　ウジの発生や悪臭発生予防のため、１週間に最低一度は土

や米ぬかなどで投入した生ごみを覆ってください。その際、

発酵促進脱臭剤（350円／１個）を投入すればより分解が進

みます。

　コンポストと同じく生ごみの減量化に役立つもので、バイ

オ式や乾燥式があります。

▽バイオ式

　微生物の力を利用し、コンポストに比べ短時間で肥料にで

　きます

▽乾燥式

　加熱により乾燥し減量化を図るものです。屋内設置できる

　ものもあります

●補助額

　購入価格の１/３の金額

　（最高１万円を限度額）

※補助を希望する人は、購入する前に予約が必要です。

●申し込み方法

　電話で役場環境衛生係に申し込みください

●補助対象　50人

　（一世帯に一台分のみ　先着順）

　代金持参のうえ、環境衛生係へ直接申し込んでください

●費用（補助後の金額）

　▽コンポスト　　2,600円　27基

　　（１世帯に２台まで購入可　先着順）

　▽発酵促進脱臭剤　350円

　　（役場環境衛生係で随時発売）

●申し込み

　ＥＭ菌とは、さまざまな汚れ
をきれいにして腐敗菌を抑える
働きを持っている微生物群（こ
うじ菌、乳酸菌、酵母菌など）
のことで、有用微生物群といわ
れています。
　遠賀町では河川浄化を目的と
して、昨年からＥＭ活性液を作
り、生活雑排水が流れ込んでい
る川に放流しています。

　遠賀町では、ミツバチやスズメバ
チやクマバチについては、駆除を行
っています。巣を見つけた場合は、
ご連絡ください。
　それ以外の蜂については、蜂の動
きが鈍い早朝または夜間に殺虫剤で
駆除してください。

　環境衛生係では専用の殺虫剤（ハチノック）を1,500円
でお譲りしています。

○トイレの悪臭対策
　トイレの臭いに効果があります。ＥＭ活性液を１リ
ットル以上流すと翌日には不思議なくらい悪臭が減り
ます。
○台所の臭い対策
　台所の臭いが気になる人には、ＥＭ活性液を毎日少
しずつ流すと効果があります。配水管の中もきれいに
なり、家庭の台所から河川までき
れいになり、地域全体の良好な生
活環境を作ることができます。
※ＥＭ活性液（無料）を希望の人は、
　２リットルのペットボトルを
　持参して、環境衛生係に来てく
　ださい。



●と　き　10月15日（日）
　　　　　［開会式］午前８時45分～
●ところ　遠賀総合運動公園　相撲場
●チーム編成
　▽監督　１人
　▽選手
　　小学１年から６年生までの男子６人（各学年１人ずつ）
※幼年者の出場はできません。
※必ず「相撲用まわし（各チームで準備）」を着用してく
　ださい。
●競技方法
　①団体戦　②個人戦（個人戦は学年別に行います）
●締め切り　９月30日（土）
●その他
　９月30日（土）午後７時30分から遠賀コミュニティセ
　ンターで行われる監督会議に参加してください
●申し込み・問い合わせ
　遠賀町体育協会（遠賀体育センター内）
　☎（２９３）５４３４

●と　き　10月15日（日）［開会式］午前８時50分～
※予備日は10月22日（日）です。
●ところ　遠賀総合運動公園テニス場
●種　目
　①男子ダブルス　　　②女子ダブルス
　③男子シングルス　　④混合ダブルス
●締め切り　10月９日（月）
●申し込み・問い合わせ
　遠賀町体育協会（遠賀体育センター内）
　☎（２９３）５４３４

●と　き　10月17日（火）午後１時～４時
●ところ　伊都文化会館（前原市前原東）
●内　容　
　▽講演「スター高橋の子育て・親育て」
　　講師　スター高橋（高橋　徹郎さん）
　▽ミニコンサート（オカリナ　アンサンブル）など
●対　象　どなたでも可
●その他　託児があります（先着順）
※事前に電話で申し込みください。
●問い合わせ　
　▽福岡県糸島保健福祉環境事務所　保健福祉課　　
　　☎０９２（３２２）３３２６
　▽福岡県保健福祉部　子育て支援課　母子保健係
　　☎０９２（６４３）３３０７



　平成18年度、平成19年度に町県民税の税制が大幅に改

正されています。改正点の概略を年度ごとに説明します。

［平成18年度］
・公的年金制度の所得換算率の切り下げ
　年金収入から町県民税の課税の基礎になる所得に換算す

る控除額の減額

・老年者控除の撤廃
　老年者控除額の48万円の廃止

　平成18年度の改正では、日本全体が高齢化社会になり、

働いている人だけではまかなうことができなくなったため、

年金を受給している高齢者にも、ある程度の負担をしても

らうように改正されました。年金収入だけで申告しても、

町県民税がかかったことのない人にかかったり、かかって

もわずかだった人も昨年の５～６倍の税額になったりした

のは、この改正のためです。

［平成19年度］
・税源移譲による町県民税率改正
　現行５％、８％、12％の税率を一律10％へ

　平成19年度の改正は、三位一体の改革によって地方に

税源移譲を行うための税率改正です。

　現行５％の人を例にすると町県民税の負担は、倍に増え

ることになりますが、その分、所得税を減額するため、税

負担としては変わらないようになっています。

　所得税と住民税の人的控除額が異なるために、所得税は

かからないが住民税はかかる人に対しては、税負担が変わ

らないように調整措置が講じられています。

　この改正による税収の増額は、遠賀町固有の収入として、

自由に使うことができ、地方自治の推進に一役買うことが

期待されています。

●問い合わせ　税務課



●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
　
研
修
棟

●
対
象

　
生
後
３
か
月
か
ら
１
歳
未
満
ま
で
の

　
乳
児
と
保
護
者

●
定
員
　
10
組
（
先
着
順
）

●
内
容

　
栄
養
士
に
よ
る
講
話
、
離
乳
食
の
調

　
理
実
習
、
試
食
し
な
が
ら
座
談
会

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お
子
さ
ん
の

　
ス
プ
ー
ン
、
必
要
な
人
は
お
子
さ
ん

　
の
お
茶
、
ミ
ル
ク
、
託
児
に
必
要
な

　
着
替
え
、オ
ム
ツ
、バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

●
費
用
　
１
０
０
円

●
締
め
切
り
　
10
月
20
日
（
金
）

●
そ
の
他

　
託
児
が
あ
り
ま
す
（
要
予
約
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
対
策
係

　
10
月
16
日
か
ら
22
日
ま
で
は
行
政
相

談
週
間
で
す
。
皆
さ
ん
の
行
政
へ
の
苦

情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を
行
政
相
談
員

が
中
立
の
立
場
で
聞
い
て
、
行
政
の
改

善
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

●
と
き

　
10
月
16
日
（
月
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

●
と
こ
ろ

　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

●
費
用
　
無
料

●
相
談
員
　
矢
野
　
定
延
さ
ん

●
内
容
　

　
行
政
相
談
全
般
（
※
秘
密
厳
守
）

●
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
係

　
町
立
芦
屋
中
央
病
院
開
設
30
周
年
を
記

念
し
て
開
催
す
る
病
気
や
健
康
に
関
す
る

講
演
会
で
す
。
気
楽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
10
月
３
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　﹇
受
付
﹈
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

●
対
象

　
町
内
に
住
ん
で
い
る
生
後
４
か
月

か
ら
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
と
保
護
者

　
●
と
こ
ろ

　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容

　
赤
組
白
組
に
分
か
れ
て
、
走
っ
た
り

　
玉
入
れ
を
し
た
り
し
ま
す

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
水
筒
、
お
し
ぼ
り

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

●
と
き

　
10
月
12
日
（
木
）

　﹇
受
付
﹈

▽
前
半
　
午
後
１
時
〜
１
時
10
分

▽
後
半
　
午
後
１
時
30
分
〜
１
時
40
分

●
対
象
　

　
平
成
18
年
５
月
１
日
か
ら
６
月
30
日

　
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
児

※
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ
　

　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　

　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
計
測
、
保

　
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
、

　
離
乳
食
集
団
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　

　
母
子
健
康
手
帳
、
健
康
診
査
票
、
ア

　
ン
ケ
ー
ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

　
離
乳
食
は
何
か
ら
始
め
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い
人
、
栄
養
士
さ
ん
の
お
話
と

試
食
、
座
談
会
で
少
し
で
も
悩
み
を
解

決
し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
参
加
者
ど
う

し
、
お
友
達
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
10
月
31
日
（
火
）

　﹇
受
付
﹈　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時



●
と
き

　
10
月
14
日
（
土
）

　
午
後
３
時
〜

●
と
こ
ろ

　
芦
屋
町
町
民
会
館
（
芦
屋
町
中
ノ
浜
）

●
内
容

▽
講
演

　
「
聞
い
て
得
す
る
消
化
器
の
は
な
し
」

　
講
師

　
八
尾
　
恒
良
さ
ん
（
福
岡
大
学
名
誉

　
教
授
）

▽
講
演

　
「
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す
秘
訣
」

　
講
師

　
櫻
井
　
俊
弘
さ
ん
（
町
立
芦
屋
中
央

　
病
院
長
）

●
問
い
合
わ
せ

　
町
立
芦
屋
中
央
病
院

　
☎
０
９
３
（
２
２
２
）
２
９
３
１

　
外
国
人
が
関
与
す
る
刑
事
事
件
の
増

加
に
伴
い
、
刑
事
裁
判
手
続
き
で
は
多

岐
の
言
語
の
通
訳
人
を
確
保
す
る
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
裁
判
所
で
は
、

通
訳
人
候
補
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
す
る
言
語

　
台
湾
語

※
台
湾
語
以
外
の
通
訳
人
も
、
随
時
募

　
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り
　
９
月
29
日
（
金
）

●
申
し
込
み
方
法

　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
地
方
裁
判
所
刑
事
訟
廷
事
務
室

　
☎
０
９
２
（
７
８
１
）
３
１
４
１

●
と
き

　
▽
小
学
部
お
よ
び
高
等
部

　
　
11
月
21
日
（
火
）
、
29
日
（
水
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
▽
中
学
部

　
　
11
月
22
日
（
水
）
、
30
日
（
木
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

※
い
ず
れ
か
１
日
に
な
り
ま
す
。

●
と
こ
ろ

　
福
岡
養
護
学
校
（
新
宮
町
緑
ヶ
浜
）

●
対
象

　
平
成
19
年
４
月
に
小
学
校
、
中
学
校
、

　
高
等
学
校
に
入
学
予
定
の
人

●
締
め
切
り
　
10
月
13
日
（
金
）

●
申
し
込
み

　
現
在
通
っ
て
い
る
学
校
、
住
ん
で
い

　
る
町
の
教
育
委
員
会
に
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い

※
直
接
、
福
岡
養
護
学
校
へ
の
申
し
込

　
み
も
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
養
護
学
校

　
☎
０
９
２
（
９
６
３
）
０
０
３
１

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。

●
と
き

　
９
月
30
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

﹇
受
付
﹈

　
午
前
９
時
45
分
〜
午
後
２
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
芦
屋
町
町
民
会
館
（
芦
屋
町
中
ノ
浜
）

●
内
容

　
▽
土
地
、
建
物
に
関
す
る
問
題

　
▽
金
銭
に
関
す
る
問
題

　
▽
交
通
事
故
に
関
す
る
問
題

　
▽
そ
の
他
民
事
一
般

●
問
い
合
わ
せ

　
折
尾
調
停
協
会

　
☎
０
９
３
（
６
９
１
）
０
２
２
９

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き

　
10
月
４
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

﹇
受
付
﹈

　
午
前
９
時
50
分
〜
午
後
２
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
小
倉
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
小
倉

　
南
区
若
園
）

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
法
務
局
北
九
州
支
局

　
総
務
課
人
権
擁
護
係

　
☎
０
９
３
（
５
６
１
）
３
５
４
２

役
場
職
員
の
異
動

　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
）
は
旧
所
属

退
　
職
　
　
（
平
成
18
年
８
月
31
日
付
）

　
秦
　
　
和
徳

　
　
　
　
　
（
生
涯
学
習
課
図
書
館
係
）
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　現在遠賀町内で、身に覚えのない請求書が届く事案が相次い

でいます。このような請求が来た場合、「記載されている電話

番号に電話しない」、「個人情報を提供しない」、「振り込みなど

の指示に従わない」ことはもちろんですが、最近では裁判手続

きを悪用した架空請求もあり、注意が必要です。裁判所からの

手続きが本当に進められている場合、身に覚えがなくても放置

すれば、強制執行などの不利益を被るおそれがあります。その

ため裁判所を名乗る差出人から通知が来た場合、本当の裁判所

からの通知かどうか確認する必要があります。その際、通知に

書かれた裁判所の連絡先がうその可能性もありますので、電話

帳や消費生活センターなどで確認しましょう。

　不安なことやわからないことがありましたら、お問い合わせ

ください。

●問い合わせ　産業振興係

　または

　福岡県消費生活センター　☎０９２（６３２）０９９９


